
            

 
 

 
 
   
 
【北広島市子どもの権利条例】に子どもの思いや考えを盛り込むために会議を行なってきました自分が

安心できる人や場所、人が生きていくのにどうしても必要なもの、子ども権利条約の４つの権利（生き

る・育つ・守られる・参加する）などについて話し合いや発表を積み重ねてきました。 

 

 
 
 
 
 
 
 

   

北広島市子どもの権利条例 

「子ども会議」では 

第１回子ども会議 

 １１月１８日 １２人（公募：小４から高１）で発足 

  ファシリテーター 木村里美氏（北海道ＣＡＰをすすめる会代表） 

第２回子ども会議 １２月１６日 

第３回子ども会議  １月１３日 

第 4回子ども会議 ２月１７日 

 ⇒「子ども委員」から「子どもの権利条例検討委員会委員」へ 

１．安心について 

  ・子どもがもっと暮らしやすい市にしてほしい 

  ・色々な場所がもっと安全なったらいいな（学校など） 

・不審者などがいなくなるように 

２．子どもについて 

  ・子どもがもっと安心する ・子どもがもっと守られるように・自由が得られる 

・子どもの意見をもっと聞いてもらえる・反映されるように 

３．大人について 

  ・大人がもっと心の広い人間になればいいのになぁ  

・先生方がもっと子どもたちに目を向けてほしい 

４．学校について 

  ・学校がもっときれいになる（トイレとプール） 

  ・学校の教材を新しくしてほしい 

  ・学校がもっと安心できる場所だったら… 

５．道路について 

  ・信号がもっと増えてほしい ・道路がもっときれいになってほしい 

６．公園について 

  ・公園の落書きを消して欲しい ・公園の遊具がもっと増えてほしい 

７．情報について 

  ・法律をもっとわかりやすく、楽しく教えてほしい 

・子どもにＣＡＰのことをもっと教えてあげる 

８．お店や場所 

  ・入院とかいっぱい治療できる病院を作ってほしい 

・花ホールのようなみんなが集まる所を増やしてほしい 

・老人ホームを増やしてほしい（お年寄りが集まれる場所） 

・子どもが集まれる場所を作ってほしい 

・安心できる所をもっと増やしてほしい 

・駅から遠い所にも店をつくってほしい 



            

 
 
 
 

 
１．日 時 平成１９年１２月８日（土） 

２．場 所 夢プラザ 

３．内 容 小樽人権擁護委員協議会の皆さんによる「出前人権教室」を行いました。わかりやすい     

９種類のカードコント、創作童話の読み聞かせ、六角返し、心打つオカリナの演奏など

を通して「子どもの人権」について学ぶことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子どもの人権セミナー】実施 



            

第4回子ども会議 

 

１ 日 時 平成２０年２月１７日（日）１０時～ 

２ 場 所 花ホール 

３ 内 容  

   １０時～１０時４５分 子どもによるグループ討議 

   １０時４５分～    子ども会議に権利条例検討委員が参加 

① 誕生月日で輪を作り、自己紹介 
② ファシリテーターの木村さんの進行いより、子ども委員からグループごとに「思いや考
え」を発表（上記） 

③ 権利条例検討委員から子ども委員に質問 
Ｑ．意見を自由に言えてますか？ 

        Ａ．きちんと意見言えている。自信がないとき言えていない。 

Ｑ．子どもたちが集まれる場所は例えばどんなイメージでしょうか？ 

 Ａ．場所：児童館みたいな所  防犯：セキュリティー 

   物 ：パソコン・マンガ・おもちゃ 広さ：教室２つ分とホール 

       Ｑ．今、生活で不安に思っていることを具体的に教えて下さい 

 Ａ．不審者がいっぱい ・夜の街灯が暗い 

Ｑ．学校で皆さんや皆さんの友達が困っていること、不安なことはどんなことですか 

 Ａ．いじめられている人がどこに相談していいかわからない 

   進路：テストの点数や成績   

   いじめっぽいものがあって困っている人が沢山いる 

Ｑ．どんなときに自分の考えを言えなくなりますか 

 Ａ．相手に方が強制してくるとき 

   多くの人が自分の意見と逆のことを言っていたら 

   友達と話して、少数派だったとき 

   自分について都合が悪い（恥ずかしい）時など 

   勉強中に質問とか意見が言いずらい 

④ 権利条例検討委員から、自分が子どものときに安心だったことの発表 
 


